
一 般 質 問

令和 3年第 4回定例会（12月 15日）

質 問 者 内 容 答弁を求める

１．生活環境の整備について 町長
髙山 豊彦 建設事業課長

（１）第５次総合計画による公共下水道事業の推進及び浄 農村振興課長
化槽の普及促進の目的は。

（２）公共下水道の整備状況及び接続状況は。

（３）公共下水道が未整備の地域とはどの地域か。
また、その対策は。

（４）合併浄化槽の設置率は。

（５）公共下水道への接続や合併浄化槽を設置するための
平均的な個人負担額は。

（６）公共下水道利用者及び合併浄化槽利用者の平均的な
年間の負担額は。

２．地域旅客運送サービスの構築について 町長
総務課行財政

（１）今後どのような交通サービスを、どのようなスケジ 担当課長
ュールで検討されるのか。

１．京都府農地中間管理機構について 町長
村山 一彦 農村振興課長

（１）この機構が行っている事業に参加しているのか。

（２）農地集積目標はいくらか。

（３）達成率は。

２．ワールドマスターズゲームズについて 町長
地域力推進課長

（１）2026 年まで延期と報道されたがその間管理費用が
生じると考えるがどれ位と想定しているのか。

（２）今までかかった費用はいくらか。

３．路線バス対策について 町長
総務課行財政

（１）協議会、懇談会を続けて実施しているが町としての 担当課長
対策をなぜ出さないのか。

４．第５次総合計画について 町長

（１）方向性は記されているが具体策がない。



１．高齢者の負担軽減、生活支援の強化を 町長
岡本 正意 福祉課長

（１）介護保険の負担軽減を。

①介護保険料の軽減を。特に第４.５段階の被保険者へ
の独自軽減実施を。

②施設利用者の補足給付改定による負担増への独自の
軽減を。

（２）高齢者向けの福祉灯油の実施を。

（３）肺炎球菌やインフルエンザワクチン等の接種費用の
無償化や補助拡充を。

（４）補聴器購入への補助制度の整備を。

（５）シルバー人材センターの早期開設を。

２．気候危機打開に向けた町の取組みは 町長
総務課長

（１）「気候危機」に対する町長の現状認識は。 農村振興課長

（２）「気候非常事態宣言」や「2050年 CO ₂排出ゼロ」表
明の方針は。また、脱炭素化に向けた町としての数値
目標は。

（３）具体的な取組みの検討、実施を。

①公共施設での断熱・省エネ化、再生可能エネルギー
利用の推進を。公用車の電気自動車等への転換を。

②地域での再生可能エネルギー導入への検討を。

３．水道料金値上げの中止を 町長

（１）住民生活を無視した値上げ強行は許されない。値上
げ中止の決断を。

（２）その上で、住民への説明、情報提供、意見聴取など
を丁寧に行うべきではないか。


